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令禾口6年度

大町纂陽嵩等躁趙同硼金総禽

令和 6年 6月 30日 (日 ) 10:30
サン 。アルプス大町 (大町市文化会館併設)

総会

1 開会のことば
2 校歌斉唱
3 同窓会会長挨拶
4 学校長挨拶
5 来賓祝辞
6 議長選出
7 議事
議案第 1号

議案第 2号

議案第 3号

議案第 4号

議案第 5号

議案第 6号

その他

議長退任

諸連絡

閉会のことば

8
9
10

令和 5年度事業報告

令和 5年度決算報告

会計監奎報告

役員の選任について

評議員の変更について

令和 6年度事業計画 (案 )

令和 6年度予算 (案 )
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長野県人町岳陽高等学校 校歌
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想いをこめて、大らかに

(※ 1.2.3=2番 では下向きの音符で歌うこと)
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議案第 1号

令和 5年度事業報告

実施 日 事 業 概 要

5 4 6

4.27

5.20

6.24

7月 ～

9。 15

11。 19

11.21

6. 3.  1

6. 4.  5

4.17

5.30

6.30

。大町岳陽高等学校入学式

新入生へ同窓会入会金納入のお願い

。役員会

・松本支部総会

・評議員会

。大町岳陽高等学校同窓会総会

・文化祭等学校行事への参加 0協力

・全校登山への協力

。大町岳陽高等学校 岳陽アカデ ミー講演会
講師 弁護士 森 俊輔 氏
演題  「未来をデザインするとい うこと」
※学校行事に共催 し同窓会講演会を兼ねる

・安曇野支部総会

・長野支部総会

。大町岳陽高等学校卒業式

。大町岳陽高等学校入学式

新入生へ同窓会入会金納入のお願い

。役員会

。役員会

・評議員会
。大町岳陽高等学校同窓会総会



議案第 2号

収入総額

支出総額

差引残額

>

< の >

財産目録  ノヽ十二銀行 普通預金 7,933,302円
合  計   7,933,302円

令和5年度 長野県大町岳陽高等学校同窓会会計決算書

(令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日 )

9,820,521F可

1,887,219円

7,933,302F弓

円

項 目 決算額 予算額 増減 備   考

前年度繰越金 7,408,451 7,408,451 0

■△ .4ヽ
ノヽ =コ匡

2,412,000 2,400,000 12,000 12,000X201名 (うち転入生1名 )

70 1,549 -1,479 利息雑収入

合 計 9,820,521 9,810,000 10,521

増減 備   考項 目 決算額 予算額

事業費 1,068,691 1,320,000 △ 251,309

郵送代、新聞広告料、会場使用料総会費 73,831 200,000 △ 126,169

評議員会費 6,806 10,000 △ 3,194 郵送代

通信費 97,857 110,000 △ 12,143 電話料、インターネット使用料

交際費 56,200 50,000 6,200 支部総会会費 (松本、安曇野、長野)、 弔電等

789,597 900,000 △ 110,403
各種教育支援、文化祭支援 電子黒板リース
料、岳陽アカデミー講演会等

在校生支援費

広報費 44,400 50,000 △ 5,600 ホームページ利用料

運営費 818,528 1,138,000 △ 319,472

会議費 2,822 50,000 △ 47,178 郵送代

旅費 0 50,000 △ 50,000

事務局費 768,000 788,000 △ 20,000 事務局員給与

50,000 △ 12,201 消耗品費事務費 37,799

思文堂運営費 9,907 200,000 △ 190,093 思文堂運営費

予備費 0 7,352,000 △ 7,352,000

1,887,219 9,810,000 △ 7,922,781合 計



監査報告

令和 6年 5月 14日 (火 )、 大町岳陽高校において監査を実施いたしました。

同窓会会計について、会計帳簿ならびに証拠書類により監査の結果、正確に

処理されており、また、会務についても適正であることを認めます。
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議案第 3号

役員の選任について

(役職五十音順 )

役 職 令和 4～ 5年度 令和 6～7年度

会 長 諏 訪 光 昭 諏 訪 光 昭

副会長

荒 家 淑 子 荒 家 淑 子

大和田 耕 大和田 耕

杉  山 茂 実 荻 澤   隆

高 橋 =乙ノ
`多

高  橋 =乙ノ
`多

高 橋 京 子 二 條 孝 夫

西 澤 不目 保 西 澤 不日 保

降 旗 克 己 降 旗 克 己

松 坂 恵 子 松 坂 恵 子

松 下 恵 子

矢 口  修 矢 口  修

松  田 章 利 藤 澤 由 夏

監  事
黒 岩 君 枝 黒 岩 君 枝

西  山 秀 西 山 秀

幹  事

浅 野 幸 一 浅 野 幸

郷津 寿弘 (4.4～ 5.3)

曽根原 洋一 (5.4～ )
曽根原 洋 一

松 下 恵 子



議案第 4号

評議員の変更について

会則第 12条の規定により評議員任期は 2年であり、現評議員の任期は令和 7年度
の総会までであるが、支部役員の変更により以下のとお り評議員を選任する。

(地区五十音順 )

地区割 氏名 (変更前 ) 氏名 (変更後 )

大町地区

麻 田 康 彦

海 川1 日召 子

曽根原  由 次

武 田 真由巳

橋 井 弘 治

山 本 翔 太

白馬 。小谷地区

荻 沢 洋 平

西 沢 千恵子

藤 原 万里子

横 り|1 秀 明

池田 。松川地区

太 田 由美子

北 澤 不日 正

丸 山 英 樹

安曇野地区

赤 沼 亮 彦

保 尊 真 彦

前 田 美 代

長野地区 勝 野 由 拡

松本地区
杉 本 令 而

三ツ丼   仁

関東地区 (支部推薦 ) 吉 丸 昌 昭

計 22人

山 本 さとみ



議案第 5号

令和 6年度 事業計画 (案 )

1 主な事業
①総会、評議員会、役員会の開催

②専門部会

総務・・・組織体制の整備等

広報 。・ 。同窓会ホームページの管理

UiRL    http://gakuyOu―reuniOno infO

③学校行事 。在校生への支援

2 事業概要
実施 日 事 業 概 要

6. 4. 5

4.17

5.25

5,31

6.30

9.13

随 時

7.  3.  4

7.4上 旬
|

6中旬

。大町岳陽高等学校入学式

新入生へ 同窓会入会金納入のお願い

。役員会

。松本支部総会
。役員会

・評議員会
。大町岳陽高等学校 同窓会総会

。大町岳陽高等学校  岳陽アカデ ミー講演会
講師 ネ申谷 岳洋 氏 (東京大学准教授 )
※学校行事に共催 し同窓会講演会を兼ねる

・安曇野、長野支部、関東支部総会
。文化祭等学校行事への参加 。協力

・全校登山への協力
。役員会
。評議員会
。専門部会
。10周 年記念事業実行委員会

。大町岳陽高等学校卒業式

。大町岳陽高等学校入学式

新人生へ同窓会入会金納入のお願い
。大町岳陽高等学校同窓会総会



議案第 6号

<収入の >

< の >

令和6年度 大町岳陽高等学校同窓浚会計予算書(案 )

(令和6年 4月 1日 ～令和7年 3月 31日 )

珂又入絡:、羅、   10,322,000円
支出総額   10,322,000円
差引残額      0円

位 :円 )

円 )

項 目 予算額 前年度予算額 増減 備   考
前年度繰越金 7,933,302 7,408,451 524,851

入会金 2,388,000 2,400,000 △ 12,000 12,000X199名

雑収入 698 1,549 △ 851 記念誌販売、預金利子等

合 計 9,810,000 512,000

項 目 備    考

事業費 1,710,000 1,320,000 390,000

総会費 200,000 200,000 0 広告、会場使用料等

評議員会費 0 評議員会通知費用等

通信費 120,000 110,000 10,000 電話料、インターネット使用料

交際費 100,000 50,000 50,000 慶弔費等

在校生支援費 0
各種教育支援、文化祭支援、全校登山装備
品等購入費、岳陽アカデミー講演会等

広報費 80,000 50,000 30,000 ホームページ運営費等

記念事業費 0 300,000 10周年記念事業実行委員会準備金

運営費 1,038,000 1,138,000 △ 100,000

″4、
==Ё
」日三

25て 晨事tコロミ 0 役員会通知費用等

旅費 0 支部総会旅費

事務局費 0 事務局員給与、謝礼

事務費 0 消耗品費、振込手数料ほか

思文堂運営費 100,000 200,000 △ 100,000 思文堂運営費

予備費 7,574,00〔 ) 7,352,000 222,000

△  ニユ

「

コ ロ : 10,322,000 9,810,000 512,000

10,322,0001

「

薄菖
~而
覇葺葬百轟
~

l o,oool l o,oool
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大町岳陽高等学校同窓会会則

第 1章 総則
(名称 )

第 1条  本会は大町岳陽高等学校同窓会と称する。
(事務局 )

第 2条 本会は長野県大町岳陽高等学校 (以下、「本校」とい う。)内に置く。
(目 的 )

第 3条 本会は会員相互の親睦を図るとともに在校生を支援 し、母校の発展に寄与することを目
的とする。

(事業 )

第 4条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)会 員相互の情報交換事業
(2)会 員及び在校生の交流と親睦を深める事業
(3)母 校の名誉を高めた会員及び在校生に対する後援、顕彰事業
(4)在 校生の学業、スポーツ、文化活動に対する支援事業
(5)そ の他、目的を達成するために必要な事業

第 2章 会員 コ組織
(会員)

第 5条 本会は正会員及び特別会員で組織する。
(1)正 会員は、本校に在籍した者、大町高等学校同窓会の会員であった者及び大町北高等学
校同窓会の会員であった者とする。

(2)特 別会員は、本校に在籍した教職員、大町高等学校に在籍した教職員及び大町北高等学
校に在籍した教職員とする。

(支部)

第 6条 本会は、支部を置くことができる。
2 支部は、支部長ほか必要な役員を選び支部会則及び役員名簿等を作成して、会長に報告する。
3 支部の運営費は、各支部が負担する。
(部会)

第 7条 本会に総務、広報の部会を置き、また、必要に応じて役員会の承認を得て部会を置くこ
とができる。

第 3章 役員
(役員 )

第 8条 本会には次の役員を置く。
(1)会 長      1名
(2)副 会長     若干名 (学校長を含む )
(3)評 議員     若千名
(4)監 事      2名
(5)幹 事      若干名

10



(顧問)

第 9条 本会に顧間を置くことができるこ,
(選任 )

第 10条 会長、副会長、監事は、役員会の推薦により総会で選任する。
2 評議員は、各地区の推薦により総会で選任する。地区割 りについては別に定める。
3 幹事は、会長並びに学校長の推薦により総会で選任する。
(職務 )

第 11条 会長は本会を代表し、その会務を総理する。
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故がある時はその職務を代行する。
3 評議員は会員の意見を会務に反映する。
4 監事は会務の執行状況、財産の状況を監査し、その結果を総会に報告する。
5 幹事は庶務、会計、その他の会務を処理する。
(任期等)

第 12条 役員の任期は 2年 とする。ただし再任は妨げない。
2 役員は任期満了後においても、後任者が就任するまではその職務を行わなければならない。
(報酬等 )

第 13条 役員は会務に起因する報酬は受けない。ただしその職務を行うための費用弁償を受け
ることができる。弁償に関する細則は、総会の決議を経て会長が別に定める。

(事務局)

第 14条 本会に事務局を置き、必要に応じて事務局員を置くことができる。
2 事務局員は、幹事の指示の下、庶務、会計、その他の会務を処理する。

第 4章 会議
(総会)

第 15条 総会は通常総会は年 1回、臨時総会は必要なときに開催する。
2 総会の招集は会長が行い、議長は出席 した会員の中から選出する。
3 総会の決議は出席者の過半数をもって決 し、賛否同数の時は議長の決するところによる。
4 総会の決議事項
(1)会 則の変更
(2)解 散及び合併
(3)事 業計画及び予算
(4)事 業報告及び決算
(5)役 員の選任及び解任、顧間の委嘱
(6)入 会金額
(7)そ の他必要な事項
(役員会)

第 16条 役員会は正副会長及び幹事で構成 し、必要なとき開催する。
2 役員会の招集は会長が行い、会長が議長を務める。
3 役員会の決議事項
(1)総 会への提出事項
(2)役 員の推薦、解任の発議
(3)部 会の設置及び廃止の承認

11



(4)そ の他必要な事項
(評議員会 )

第 17条 評議員会は、各地区から選出された評議員で構成し、必要なとき開催するc
2 評議員は各地区内の連絡と要望事項等の把握に努める。
3 評議員会の招集は会長が行い、会長が議長を務める。
4 評議員は 2名以上の発議で評議員会の開催を会長に要請できる。
5 評議員会の決議は出席者の過半数をもって決し、賛否同数の時は議長の決するところによる。
6 評議員会の決議事項
(1)役 員の推薦、解任の発議
(2)総 会の開催に関すること
(3)そ の他、本会の運営に必要なこと

第 5章 資産 ヒ会計
(資産)

第 18条 資産は下記の掲げるものをもって構成し、会長の指示の下、幹事が管理する。資産に
ついての必要事項は、総会決議を経て会長が別に定める。

(1)入 会金 (正会員は、入会時に 12,000円 を納入する)
(2)そ の他収入
(会計)

第 19条 本会の事業会計年度は毎年 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 までとする。

第 6章 補則
(細則、規定)

第 20条 本会則の施行に必要な細則、規定は会長が役員会の決議を経て定め、必要事項は総会
の決議を経て定める。

附 貝lI(2016年 6月 11国 )

この会則は 2016年 6月 11日 から施行し、2016年 4月 1日 から適用する。

附 員ll(2020年 7月 10日 )
この会則は 2020年 7月 10日 から施行し、2020年 4月 1日 以後に入会した者から適用する。
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